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巻
頭
シ
リ
ー
ズ
第
六
回

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
関
わ
り

個
人
賛
助
会
員

フ
ル
ヤ
木
材
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　
　
　
古
谷
　
康
彦 

様

～
賛
助
会
員
様
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
～

　

こ
の
度
は
、
会
報
「
な
の
は
な
」

へ
の
寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

弊
社
、
フ
ル
ヤ
木
材
株
式
会
社
は

昭
和
二
十
二
年
に
祖
父
が
製
材
業
と

し
て
創
設
し
、
戦
後
の
職
人
不
足
、

材
料
不
足
の
時
代
を
掻
い
潜
り
、
父

の
時
代
に
建
築
を
本
格
的
に
始
め
、

現
在
七
十
七
年
を
む
か
え
建
築
業
一

本
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
が
フ
ル
ヤ
木
材
株
式
会
社
の
跡

取
り
と
し
て
横
芝
へ
来
て
早
三
十
二

年
が
経
ち
ま
す
。
長
野
県
木
曽
郡
出

身
の
私
に
は
、
山
が
な
く
ど
こ
ま
で

も
続
く
田
畑
、
海
の
に
お
い
、
雪
か

き
の
な
い
冬
、
当
初
は
長
野
が
恋
し

く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
都
内

か
ら
移
住
の
お
客
様
に
海
が
あ
る
こ

と
、
横
芝
光
イ
ン
タ
ー
や
都
会
ま
で

の
バ
ス
、
成
田
空
港
も
近
い
と
い
う

想
像
し
て
い
る
よ
り
も
便
利
な
住
み

や
す
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ほ
ど
に
自

分
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て

い
ま
す
。

　

自
宅
の
庭
や
資
材
置
場
の
管
理
に

は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

夏
の
暑
い
中
で
も
黙
々
と
作
業
し

て
綺
麗
な
仕
事
ぶ
り
に
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
頂
き
、
改
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
横
芝
光
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

2

（公社）横芝光町シルバー人材センター会報　令和６年 8 月発行 （新生第 7 号 ）



【
お
礼
の
言
葉
】

　

古
谷
社
長
、
会
報
『
な
の
は
な
』

第
七
号
の
巻
頭
シ
リ
ー
ズ
に
ご
寄
稿

く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
毎
回
発
刊
を
重
ね
る
ご
と
に
、
新

し
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
と
い
う
実

感
が
湧
い
て
き
ま
す
。
フ
ル
ヤ
木
材

株
式
会
社
様
に
は
、
草
取
り
な
ど
の

お
仕
事
を
毎
年
ご
依
頼
い
た
だ
い
て

お
り
、
長
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
も
大
変
深
い
ご
理
解
を

賜
っ
て
お
り
、
賛
助
会
員
に
も
名
を

連
ね
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
皆
様
方
や
、

会
員
の
皆
様
方
に
助
け
て
い
た
だ
い

て
今
日
の
シ
ル
バ
ー
事
業
が
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
古
谷
社
長
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
に
も
、
毎
回
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
恵
ま
れ
た

体
躰
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
シ
ョ
ッ
ト

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
益
々
の
ご
活
躍
と
、
ご

健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
横
芝
光
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
会
並
び
に

事
務
局
を
代
表
し
て
、
あ
ら
た
め
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
常
務
理
事
・
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
菅　
原　
克　
行
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【
議
　
事
】

　
第
一
号
議
案　
令
和
五
年
度
事
業
報
告
書
の
件

　
第
二
号
議
案　
令
和
五
年
度
決
算
報
告
の
件

　
第
三
号
議
案　
令
和
六
年
度
事
業
計
画
の
件

　
第
四
号
議
案　
令
和
六
年
度
収
支
予
算
の
件

　
第
五
号
議
案　
規
程
改
正
の
件

　
第
六
号
議
案　
理
事
選
任
の
件

　
第
七
号
議
案　
監
事
選
任
の
件

　

上
記
全
て
の
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
会
長　
　
　
　
　
藤
井　
　
元
治
（
再
任
）

　
副
会
長　
　
　
　
大
川
戸　
直
美
（
再
任
）

　
常
務
理
事
兼
事
務
局
長　
菅
原　
　
克
行
（
再
任
）

　
理
事　
　
　
　
　
布
施　
　
貞
雄
（
再
任
）

　
理
事　
　
　
　
　
佐
藤　
　
善
久
（
新
規
）

　
理
事　
　
　
　
　
水
口　
　
秀
松
（
新
規
）

　
理
事　
　
　
　
　
安
達　
美
知
子
（
再
任
）

　
外
部
理
事　
　
　
若
梅　
　
吉
伸
（
新
規
）

　
監
事　
　
　
　
　
萩
原　
　
岩
雄
（
再
任
）

　
監
事　
　
　
　
　
作
田　
　
恭
平
（
再
任
）

　
以
上
10
名
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
て
ご
理
解
ご
鞭
撻

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
日
常
生
活
に

密
着
し
た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充

実
、
健
康
の
保
持
増
進
、
強
い
て
は
地
域
社
会
の
活
性

化
、
医
療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
な
ど
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
新
体
制
で
臨
む
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
へ
の
対
応
、
電
子
帳
簿
保
存

法
等
に
よ
る
事
務
多
忙
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
が
、
健
康
第
一
で
良
い
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
そ
し
て
役
員
・
事
務
局
職
員
共
に
情
報
を
共

有
し
連
携
強
化
を
図
り
、
セ
ン
タ
ー
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
任
期
：
令
和
6
年
6
月
～
令
和
8
年
6
月
総
会
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
会　
長　
　
藤
井　
元
治

令
和
六
年
度
定
時
総
会
報

新
役
員
紹
介

令
和
六
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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＜互助会新役員の顔ぶれ＞

　
令
和
六
年
六
月
八
日
、
定
時
総
会
終
了
後
に
互
助
会

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

【
議
　
事
】　

　
第
一
号
議
案　
令
和
五
年
度
事
業
報
告
書
に
つ
い
て

　
第
二
号
議
案　
令
和
五
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

　
第
三
号
議
案　
令
和
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
第
四
号
議
案　
令
和
六
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
第
五
号
議
案　

�

会
費
の
改
定
と
新
役
員
の
選
出
に
つ

い
て

※
本
年
度
総
会
に
て
、
本
年
度
会
員
規
約
の
一
部
変
更

と
役
員
の
改
選
を
致
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
よ
り
年
会
費
を
五
百
円
と
い
た
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
役
員
一
同
会
員
の
皆
様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
会　
長　
菅
原　
克
行

　
　
　
副
会
長　
水
口　
秀
松

　
　
　
会　
計　
大
川
戸
直
美

　
　
　
理　
事　
浅
野　
ふ
み

　
　
　
　
　
　
　
安
達
美
知
子

　
　
　
　
　
　
　
小
田
切
基
泰

　
　
　
　
　
　
　
宇
井　
克
夫

　
　
　
監　
事　
菅
野　
　
孝

　
　
　
　
　
　
　
吉
田　
義
夫

　
　
　
顧　
問　
佐
藤　
善
久

　
　
　
　
　
　
　
吉
岡　
勝
司

互
助
会
総
会
報
告

永 年 功 労 会 員

表 彰
　
小
林　
　
忠　
様

　
鈴
木　
大
功　
様

　
鈴
木　
正
雄　
様

　
齋
籐　
怜
子　
様

　
林　
　
雅
彦　
様

　
以
上
5
名
の
受
賞
者
の
み
な
さ
ま

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

イラスト：会員の那須幸利氏
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会員の皆様へ

　国は、「フリーランス」を、「実店舗がなく、雇人もいない自営業主や一人社長であっ
て、自身の経験や知識、スキルを活用して収入を得る者」と定義しています。そう、
これでピンときた人もいるかもしれません。皆さんのように、シルバー人材センター
で働く会員（派遣を除く）は、フリーランスなのです。
　フリーランスが安全・安心に就業できる環境を整備するために、令和６年11月１
日に特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律（いわゆる「フリーランス新
法」といいます）が施行されます。そこで、シルバー人材センターでは順次、新しい
契約方法への移行を進めていきますので、ご理解とご協力をいただきますようお願い
いたします。なお、これまでどおりセンターが業務をお受けし、会員がその業務を行
う基本的な部分に変更はありませんのでご安心ください。

事務局　宮﨑　陽右

シルバー人材センターの新しい契約方法について
フリーランスってなんだろう？
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シルバーひろばシルバーひろばシルバーひろば 〜会員の活動紹介〜

　栗山中央共同利用施設様ほか個人の方々を
含め、総契約数は126件いただいています。
　これは、主に年２回の草刈り作業ですが、
年に複数回の作業も含まれます。

　横芝光町学校給食センター、横芝敬愛高等学校、
横芝保育所、株式会社大手の派遣契約があり、シル
バー人材センターからは11名の会員が就業中。
　派遣就業の会員対応として、県のシルバー連合会
に配分金や就業の管理をしていただいております。
　派遣に関して質問などありましたら、事務所に声
をおかけください。

現在、横芝光町学校給食センター
では、配送補助業務を募集してい
ます。興味のある方は事務所まで　
　お気軽にお問合せください。

　月１回、水曜日の午後に当センターの
和室に集り、様々な活動をしています。
　現在、秋に実施される町の文化祭への
出展とステージ出演に向けて『着物のリ
フォーム』とちぎり絵作品の制作に取り
組んでいます。
　毎回100円の参加費で、お茶を飲んだ
り楽しく会話をしたり、会の最後にはピ
アノの伴奏に合わせ歌を歌っています。
 随時入会大歓迎です。

　町民憩いの場として親しまれている「ふれあい
坂田公園」の管理業務をシルバー事業の一つとして
始めて、丸一年が過ぎようとしています。管理業務に
も慣れ利用者とも明るい会話で接することが出来るよ
うになり、照明灯6基を持つ野球場や、砂入り人工芝
のテニスコート、全天候型ウレタントラックの陸上競
技場などでは、多くのスポーツ愛好家に利用されてい
ます。また、池周辺の遊歩道には季節ごとの草花も見　
　られ、軽スポーツなど多目的に活用できる芝生広
　　場もあり、町内外から訪れる人も多く、広大な
　　　公園管理に気が抜けない二年目をむかえて
　　　　　います。

　ゴルフサークルでは、先の7月23日に、山田
ゴルフ倶楽部を会場に「第６回シルバーカップ」を
開催いたしました。当日は、梅雨明けの極暑でした
が、楽しい一日となりました。
　若い頃を思い出しながら「また飛距離がおちた！」
とか「そんなはずはない！」とか、なんとも言い訳の
いるシルバーエイジの愉快な一日になりました。
　横芝光町シルバー人材センター・ゴルフサークル
では、引き続き仲間を募集しています。
　　　まだ間に合います。
　　　あなたの参加を
　　　　待っています。

　現在20社ほどの企業と業務契約しています。
　当センターでは、約30名の会員さんが就業
しています。
　仕事内容は、清掃業務・
工場軽作業などです。今後
は企業との契約を拡大して
いき、さらに派遣に切り替
えることも視野に入れ取り
組んでまいります。

年間草刈り

派遣就業

サロンの活動

イラスト：会員の那須幸利氏

　ゴルフサークル
（シルバーカップ）の活動

　集まれ！

　　　腕自
慢

坂田池公園管理

企業の依頼

作業前 作業後

急募
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　横芝光海洋クラブ代表の橋本です。
　当団体は、旧横芝町のB&Gの体育館や屋外プールの建設時に「横芝
海洋クラブ」として誕生しました。目的としては、カヌーやヨットな
どの海洋性レクリエーションの普及のため、坂田池や海などで教室やイベントなどを開催してきまし
た。操縦方法を教えたりトラブルや事故が起こらないように監視をしたりしています。
　町の合併後は、「横芝光海洋クラブ」と名前が変わり、会員も下は高校生から幅広い年齢層です。
町内の経験者のみならず、他の市町で活動している方が仲間入りして一緒に活動しています。
　近年は、小学生を対象にしたカヌー教室をはじめ、７月には香取市で開催されるレガッタ（電動機
の無い船を使った複数の人数によるボート）大会に、男性だけのチームや女性を含めたミックスのチー
ムなどで参加をしています。秋には県内の湖などでカヌーツーリングを楽しんでいます。東陽病院近
くのふれあい橋で定期的に練習を行っていますので、見かけたら声をかけてください。

　猛暑酷暑の中、７月末にパリでオリンピックが開幕しました。出場選手の努力と汗に、大きな感動をいただきました。
　一方で、災害や争いなど各地の思わぬ事態に心が痛む思いもしています。幸い、私たちの周りは、穏やかで恵まれ
ているとあらためて感じています。
　さて、『なのはな』第7号を皆様にお届けいたします。我が町には不可欠…収穫間近の稲穂を表紙とし、巻頭には
賛助会員のフルヤ木材株式会社・古谷様にご寄稿いただきました。
　今回より、事務局のページとして職員からの発信も加えました。国や県からの指導もあり、新しい働き方の提案な
どを毎回わかりやすく！をモットーにお伝えできればと考えております。次号は12月発行予定です。引き続き、皆
様のご意見ご要望など、ご遠慮なくお寄せください。

賛助会員の紹介
～横芝光町シルバー人材センターにご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます～（順不同、敬称略）

賛助会員のみなさんのご協力をいただき、より良い横芝光町シルバー人材センターを目指してまいります。
今後とも　よろしくお願いいたします。

法
　
人
　
会
　
員

（
年
間
草
刈
契
約
者
）

個
人
会
員

東京グリーン富里カレドニアン株式会社 有限会社　石川石油　
株式会社　中屋商会　 横山香料　株式会社　
株式会社　伊藤園芸米工房 社会福祉法人　光楽園
株式会社　栢田自動車 フルヤ木材株式会社
株式会社　村田屋本店 宮川　熊野神社
大谷建設工業株式会社　 株式会社　コスモエレベーター
株式会社　八車 有限会社　鈴木建業
横芝敬愛高等学校　 株式会社アクセルコミュニケーション
有限会社　ハヤカワ商工

　高橋　勇次郎（東京都在住） 　赤尾　　真（神奈川県在住）
　飯山　正信（神奈川県在住） 　吉田　政弘（千葉市在住）
　大沢　満彦（東京都在住） 　村上　修一（神奈川県在住）
　鈴木　　猛（東京都在住） 　川島　正浩（横芝光町在住）
　石川　悦子（東京都在住） 　中川　佐登子（横芝光町在住）
　若梅　弘子（横芝光町在住） 　鈴木　唯夫（横芝光町在住）

編

後
集

記

～栗山橋ふれあい橋付近～
我が町のおすすめスポット

横芝光海洋クラブ会長　
橋本　敏彦 様
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